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　私は医学部を卒業してから今まで，脳疾患の医療に
携わってきました．子供の頃，手塚治虫氏の描く鉄腕
アトムに魅了され，将来は「お茶の水博士」になりた
いと思っていました．脳を知りたいと思い，脳の機能
を探る研究も続けてきましたので，その夢に近いとこ
ろを実現したということで，実に幸せです．「お茶の
水博士」になりたいという子供の頃の夢が研究者に向
かわせたという話は，私だけではなく，意外にも他に
も多くいたということを最近知りました．ノーベル物
理学賞を受賞した中村修二氏，梶田隆章氏も同様のこ
とを言っていたそうです．当時，鉄腕アトムと人気を
二分していたのは横山光輝氏の描く鉄人 28号で，ア
トムが人工知能を持った自立型のヒト型ロボットであ
るのに対し，鉄人は正太郎少年が操縦器で遠隔操作さ
れて動く機械でした．私はアトム派で，鉄人との差は
知能の有無という点にこだわりました．だから脳の研
究，まずヒトの脳に進んでいったのかなと思います． 
　1977年に神戸大学医学部を卒業し，臨床研修の後，
同大学院に進学し，山鳥重先生（後の本学当分野初代
教授）のもとで，神経心理学の研究を始めました．神
経心理学というのは，脳損傷患者の観察から脳損傷と
症候の関係あるいは症候相互の関係を導き出して脳の
機能や心理過程が考察するという学問で，脳の働きを
解き明かそうという神経科学の領域の中で最も古くか
ら成立してきたものです．ここが私の研究生活の原点
です．そこから私の研究のテーマは変遷しますが，一
貫して臨床研究にこだわり，大脳の探求という点は一
貫しています．
　ここから，私の研究の成果を，いくつかの変曲点ご
とに，その時々に感じたことについてとりあげておこ
うと思います．大学院では，右大脳半球の脳卒中急性
期に，自らの左片麻痺の存在を否定する病態失認に興
味を持ち，それを学位論文としてまとめました．また
前大脳動脈領域の梗塞の患者で，右手が前に置かれた
道具をつかみ使用してしまうという奇妙な現象に気付
き，それまでに記載のない症候だとして，「道具の強
迫的使用」と名付け，日本語の論文として発表しまし
た．やや遅れて，同様の症候が米国およびフランスか
ら，たぶん私たちのものとは独立して，報告がありま
した．本邦からは私たちの報告以来，同様の症例の報
告が続きました．だいぶ時間が経ってから私たちの論
文は欧米の研究にも引用されるようになりました．見
逃され続けている症候は未だに存在し，不思議なこと
にほぼ同じ頃に独立して気付かれることがある．同時
性は偶然ではなく，認知されるべき時期に至っていた，
機が熟していたということなのかも知れないと思いま
す．症例報告しておけば，自らは二度と経験すること
が無いような稀なことでも，症例報告が積み重ねられ，
1例では確証のないことでも反復によって確立されて
いく過程をみたように思います．このときの重要な反
省は，論文は英語で国際的なジャーナルに出版すると
いうことです．それ以来，努めてそうするようにして
きました．
　大学院を終えると山鳥重先生の後を追って，設立さ
れたばかりの兵庫県立姫路循環器病センター神経内科
に入職しました．研究指向の高い急性期病院でした．
脳血管障害急性期における行動異常の研究を続け，右
中大脳動脈領域梗塞の急性期に出現する，急性混乱状
態，右手の把握現象，両側頭頂側頭葉梗塞で出現する
拒否行動などについて論文を発表しています． 
　そのような研究の主たる対象は中大脳動脈閉塞患者
でしたが，中大脳動脈閉塞の転帰は極めて不良で，た
とえ死亡を免れ，集中的にリハビリテーションを行っ
て若干の機能的回復が得られたとしても，常に介護を
要する状態で，家庭内に復帰することも困難で，後方
病院や施設移った後まもなく合併症で死亡するという
例を多く経験しました．そのような状況を改善してい
くには，組織が永久的に損傷される前に特異的な治療
を開発しかないと思い，脳卒中急性期治療の研究も並
行して進めるようになりました．虚血の周辺部の電気
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的活動/神経活動は停止しているが細胞死には未だ
至っていない部分は再循環によって蘇生できる可能性
があるという学説，すなわち虚血ペナンブラの概念が
提唱され，さらに西ドイツからは超急性期の血栓溶解
の成功についての症例報告があり，急性期の介入とし
て有望であると注目していました．1983年に全失語
と右片麻痺を来した左内頚動脈閉塞患者において，後
に家族性異常フィブリノーゲン血症であると判明した
のですが，それを実践する機会が得られました．その
後，脳虚血急性期のウロキナーゼ動脈内投与による血
栓溶解療法のパイロット試験を行い，その結果を
1988年に Strokeに発表しました．対照群のない，オー
プン試験で，歴史的対照との比較でした．同年の
Strokeには，期せずして，米国の del Zoppoら，およ
びドイツの Hackeらによる血栓溶解剤の動脈内投与
のパイロット試験の結果も掲載されました．2000年
ごろ，recombinant tissue plasminogen activator （rt-PA）
が登場し， rt-PAの全身投与の臨床試験を行いました．
ウロキナーゼ試験に対する反省から，偽薬を対照とし
たランダム化比較試験で，プライマリーアウトカムに
HSSというスケールを取り入れたもので，試験デザ
インの点で大きく洗練されたものでした．虚血性脳血
管障害に対する rt-PAの世界で初めてのランダム化比
較試験であり，当時 EBMの動きが始まって一般化し
ていく中で，世界的にも高い評価を得ることができま
した．この研究の論文は 1992年に Neurologyに掲載
されましたが，同じ年に，米国，ドイツから rt-PAの
4論文が報告されました．これらの例は，同時性は偶
然ではなく同時に機が熟した結果だということを実に
よく示していると思います．その後 rt-PAの静脈内投
与は脳梗塞急性期の標準的治療法として確立されまし
た．
　ウロキナーゼ研究の論文を契機に，筆者は del 
Zoppo博士と連絡を取り合うようになり，1990年か
ら彼のいるスクリプス研究所に留学することになりま
した． スクリプス研究所では，ヒヒを用いた脳虚血
再還流の研究に参画しました．基礎的な部分にも踏み
込みましたが，そこで得た最も大きな収穫は，画像解
析という技術と，研究システムの構築および管理の手
法でした．
　帰国してから兵庫県立高齢者脳機能研究センター
（兵庫脳研）に診療部長兼臨床研究科長として移りま
した． 1993年に，兵庫県が将来の超高齢社会を見据
えて作った認知症の医学研究に特化した先端的な研
究・診療施設でした．そこでは再び神経心理学の研究
に戻りましたが，対称を神経変性疾患に拡張していき
ました．脳卒中のような局所損傷とは違って，生命統
計学や臨床疫学的手法，画像解析手法を駆使しなけれ
ばならず，臨床および画像研究のチームを率いて臨床
研究を進めました．兵庫県立姫路循環器病センター時
代に行った視床梗塞例における記憶障害に対する
MRIや PETの解析研究を，今度は複数例に基づいた
研究に発展させました．この研究は東北大学に移って
からも，さらに拡張させています．神経心理学と
MRIや PETの画像解析を使って，アルツハイマー病
の症候，脳体積と予備能，ApoE遺伝子と臨床特徴な
どの研究を行いました．またレビー小体型認知症，前
頭側頭型認知症，特発性正常圧水頭症に関しても，症
候学的研究，神経心理学的研究，画像研究などを進め，
アルツハイマー病との鑑別診断に寄与する知見を報告
してみました．しかし 1995年に阪神・淡路大震災に
遭い，その影響で兵庫県の財政事情が悪化したため兵
庫脳研はわずか 9年で廃止され，研究チームは解体し，
集積してきたデータの使用も難しくなり，私もいった
んは研究者としての道をあきらめかけました．それで
も震災後，地震のような恐怖体験を利用して，アルツ
ハイマー病における情動性記憶の研究も抜け目なく
行っています．
　幸運なことにほどなく東北大学に移ることができ
て，研究者人生をあきらめずにしみました．東北大学
では新たなチームを構築して，高次脳機能や認知症性
疾患の臨床研究をさらに発展させました．とりわけ，
パーキンソン病やレビー小体型認知症における視覚認
知障害の画像研究や幻視のマーカーとしてのパレイド
リアテストの開発はたいへん注目を集めています．特
発性正常圧水頭症に関しては，多施設共同試験を指揮
して世界に先駆けてランダム化比較試験を行い LP
シャントの有用性を示し，Lancet Neurologyに論文が
掲載されました．今や本邦では LPシャントが主たる
治療法として定着しました．これらの研究には，多く
の大学院学生が参画したもので，成果は一流の国際的
なジャーナルに出版することができました．大学院学
生たちはこれらの研究を通じて多くのことを学んだこ
とだと思いますし，その成果として彼らは各地の大学
に職を得て，今度は彼らが指導的な役割を果たすよう
になっています．
　天馬博士という天才科学者が，亡くした自分の息子
の代わりにアトムを作ったのです．お茶の水博士はア
トムを維持し，育んだのです．私の研究も天馬博士で
はなくお茶の水博士の仕事に近いような気がします．
他の科学者の発見に導かれて，臨床医学の中に利用で
きるように確立していっただけです．教育の面に関し
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て，魯迅の「惜別」で知られる藤野厳九郎先生のこと
を，恥ずかしながら東北大学に来て始めて，しかも藤
野先生が私と同郷で，私の高等学校の先輩であること
も知りました．40年間ずっと医師研究者を続け，最
後は教育者にもなれたのは皆様のおかげです．深く感
謝いたします．お茶の水博士，藤野先生に少しは近づ
いたような気持ちになって東北大学を去ることができ
るのは実に幸せです．
